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２

９
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―
花

田
は

な
た

の
地

蔵
を

通
し

て
知

る
越

谷
市

花
田

と
 

葛
飾

区
水

元
み

ず
も

と

と
の

交
流

―
 

 
 

 
 

 
加
藤
幸

一
 

今
か

ら
四

百
年

前
の

江
戸

初
期

、
越

谷
市

花
田

と
、

遠
く

離
れ

た
葛

飾
区

水
元

と
の

間
で

、
人

的
交

流
が

見
ら

れ
て

い
た

こ
と

が
「

花
田

の
地

蔵
」
（
「

ス
ナ

ッ
カ

ラ
地

蔵
」
）

の
調

査
を

通
し

て
判

明
し

た
。
 

【
花

田
の

地
蔵

、
「

ス
ナ

ッ
カ

ラ
地

蔵
」

の
由

来
】
 

 
江

戸
時

代
か

ら
、
地

元
や

そ
の

周
辺

で
親

し
ま

れ
て

き
た
「

花
田

の
お

地
蔵

様
」

は
、

す
ぐ

近
く

の
人

々
の

間
で

は
、

ス
ナ

ッ
カ

ラ
の

地
の

そ
ば

に
あ

っ
た
 

の
で

「
ス

ナ
ッ

カ
ラ

の
お

地
蔵

様
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

あ
り

、
花

田
の

区
画

整

理
事

業
が

行
わ

れ
始

め
た

昭
和

五
十

一
年

（
一

九
七

六
）

頃
よ

り
、
「

花
田

の
 

お
地

蔵
様

」
は

、
「

ス
ナ

ッ
カ

ラ
地

蔵
」

と
し

て
紹

介
さ

れ
る

よ
う

に
な

る
。
 

「
ス

ナ
ッ

カ
ラ

」
と

は
、

砂
河

原
の

こ
と

で
、

当
時

の
「

花
田

の
お

地
蔵

様
」

あ
た

り
か

ら
現

在
の

鷹
匠

（
た

か
じ

ょ
う

）
橋

ま
で

の
間

の
古

川
（

昔
の

元
荒

川

筋
）

の
河

原
跡

に
み

ら
れ

る
耕

地
を

さ
し

た
。

一
部

で
「

ス
マ

ッ
カ

ラ
」

と
表

示

さ
れ

る
が

、
そ

れ
は

誤
り

で
あ

る
。
 

 
な

お
、

対
岸

の
増

林
（

ま
し

ば
や

し
）

村
の

人
々

は
、

こ
の

「
花

田
の

地
蔵

」

を
「

見
晴

ら
し

地
蔵

」
と

も
呼

ん
で

い
た

。
こ

の
地

蔵
が

他
所

よ
り

も
最

も
高

い

所
（

昔
の

元
荒

川
の

自
然

堤
防

上
）

に
立

っ
て

目
立

っ
て

い
て

、
周

囲
を

見
は

ら

し
て

い
る

か
の

よ
う

だ
か

ら
で

あ
る

。
 

【
花

田
の

地
蔵

伝
説

】
 

 
昔

、
元

荒
川

が
花

田
の

方
に

花
田

の
地

を
囲

む
よ

う
に

迂
回

し
て

流
れ

て
い

た

頃
の

話
で

あ
る

。
あ

る
日

の
こ

と
、

こ
の

曲
流

し
た

花
田

の
元

荒
川

を
石

の
お

地

蔵
様

を
運

ん
で

上
流

へ
と

上
る

舟
が

あ
っ

た
。
花

田
の

あ
た

り
に

さ
し

か
か

る
と

、

急
に

舟
が

動
か

な
く

な
る

。
そ

こ
で

人
々

は
運

ば
れ

て
い

た
こ

の
お

地
蔵

様
が

こ

の
地

に
安

住
し

た
い

の
だ

と
思

い
、

舟
か

ら
降

ろ
し

堤
の

上
に

上
げ

て
お

祀
り

し

た
と

い
う

。
 

 
一

方
、「

お
地

蔵
さ

ま
の

首
の

骨
が

折
れ

て
舟

が
動

か
な

く
な

っ
た

」
と

か
、「

お

地
蔵

さ
ま

が
こ

こ
に

流
れ

着
い

た
」
と

い
う

話
も

一
部

で
残

っ
て

い
る

。「
地

蔵
の

首
が

折
れ

た
か

ら
」

と
の

話
は

、
地

蔵
を

初
め

て
こ

の
地

に
安

置
す

る
時

か
ら

首

が
既

に
折

れ
て

い
た

と
は

考
え

に
く

い
の

で
、

本
来

の
言

い
伝

え
 

で
は

な
い

で

あ
ろ

う
。

な
お

、
花

田
の

地
蔵

伝
説

に
つ

い
て

は
、

詳
細

な
話

も
あ

る
。

そ
の

内

容
は

次
の

通
り

で
あ

る
。
 

地
蔵

の
石

仏
を

載
せ

た
大

型
の

船
が

、
海

の
幸

で
財

を
な

し
た

人
が

、
秩

父
の

札
所

に
送

り
届

け
た

い
と

の
希

望
で

、
海

か
ら

元
荒

川
を

上
っ

て
こ

こ
ま

で
来

た
。

さ
ら

に
上

流
に

行
く

た
め

に
、

こ
こ

で
と

ど
ま

り
、

元
荒

川
の

澪
（

み
お

）
で

川

の
水

が
増

え
る

 
の

を
待

っ
て

い
た

。
増

水
す

る
や

い
な

や
、

一
気

に
上

流
へ

と

川
を

上
ろ

う
と

し
た

が
、

強
風

に
あ

お
ら

れ
て

船
が

河
原

に
乗

り
上

げ
て

し
ま

っ

た
。

そ
こ

で
こ

の
地

蔵
は

こ
こ

に
と

ど
ま

り
た

い
の

で
あ

ろ
う

と
思

い
、

見
晴

ら

し
の

よ
い

こ
の

地
に

安
置

さ
れ

た
。
 

 
以

上
の

話
が

、
古

川
の

対
岸

（
新

方
川

の
左

岸
）

に
あ

る
控

え
土

手
（

増
林

へ

の
水

害
を

防
ぐ

た
め

に
設

け
ら

れ
た

土
手

道
）

の
そ

ば
に

住
む

増
林

の
小

島
初

治

（
は

つ
は

る
）
氏

に
よ

る
先

輩
た

ち
か

ら
以

前
聞

い
た

話
で

あ
る

。「
み

お
」
と

は
、

こ
こ

で
は

川
の

中
で

深
い

所
と

い
う

意
味

で
、
遊

水
池

の
よ

う
で

あ
っ

た
と

い
う

。

現
在

の
鷹

匠
橋

の
南

東
、

花
田

第
一

樋
門

の
西

側
あ

た
り

で
あ

る
。
 

地
蔵

が
下

流
か

ら
運

ば
れ

て
き

た
こ

と
か

ら
、

海
の

方
か

ら
運

ば
れ

て
き

た
と

の
内

容
に

な
っ

た
の

で
あ

ろ
う

。
そ

れ
に

今
か

ら
三

百
五

十
年

前
か

ら
の

口
伝

え

で
あ

る
か

ら
、
当

然
、
内

容
の

変
遷

が
あ

り
、
そ

の
ま

ま
鵜
呑

み
に

は
で

き
な

い
。

「
川

を
上

っ
て

き
て

こ
こ

で
安

置
さ

れ
た

」
と

し
て

の
言

い
伝

え
が

自
然

で
あ

り
、

後
世

の
付

け
加

え
が

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、
興

味
を
引

く
内

容
で

は
あ

る
。 

【
「

花
田

の
地

蔵
」

の
ル
ー
ツ

】
 

常
磐
線
金
町
駅

か
ら
北

に
向

か
っ

て
歩

く
と

、
水

元
の

地
に

着
く

。
水

元
に

は
、

戦
前

の
教
科
書

に
も

載
っ

た
大
岡

さ
ば

き
で
有
名

な
「

し
ば

ら
れ

地
蔵

」
の

あ
る
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南
蔵
院

と
い

う
寺
院

が
あ

る
。

荒
縄

で
地

蔵
尊

を
し

ば
り

つ
け

る
信
仰

が
江

戸
時

代
か

ら
今

日
ま

で
続

い
て

い
る

。
地

元
や

そ
の

周
辺

は
勿
論

、
遠

く
離

れ
た

地
域

ま
で
知

ら
れ

て
い

る
。
 

実
は

、
水

元
近

く
の
金
町

を
本
店

と
す

る
、

こ
の

「
し

ば
ら

れ
地

蔵
尊

」
と

い

う
名

か
ら

と
っ

た
菓
子
店

の
支
店

が
、

越
谷

の
地

に
も
偶

然
に

あ
り

、
蒲
生

の
日

光
街

道
沿

い
（

現
、

南
越

谷
一
丁

目
）

に
置

か
れ

、
外
装

に
し

ば
ら

れ
地

蔵
尊

の

絵
が
描

か
れ

た
「

し
ば

ら
れ

地
蔵

の
満
願

ど
ら

や
き

」
が
販
売

さ
れ

て
い

る
。
 

偶
然

と
い

え
ば

「
正
徳
寺

（
し

ょ
う

と
く

じ
）

と
刻

ま
れ

て
い

る
花

田
の

地
蔵

が
こ

の
水

元
の

地
の
正
徳
寺

か
ら

や
っ

て
き

た
」
、
つ

ま
り
「

花
田

の
地

蔵
の
ル
ー

ツ
が
正
徳
寺

（
現

、
南

蔵
院

）
で

あ
る

」
と
秦
野
秀

明
氏

の
調

査
協
力

に
よ

り
判

明
し

た
頃

、
私

の
娘

が
す

ぐ
そ

ば
の

中
学
校

で
英
語

の
教
鞭

を
と

っ
て

い
た

の
に

は
驚

い
た

。
 

江
戸

時
代

の
南

蔵
院

は
、

大
正

十
二

年
の
関

東
大
震
災

で
被

害
に
遭

っ
た

の
が

き
っ

か
け

で
、

昭
和

四
年

十
月

に
、
旧

本
所

区
中
之
郷

（
現

、
墨

田
区
吾
妻

橋
三

丁
目

）
の

地
か

ら
こ

の
水

元
の

地
の
聖
徳
寺

に
移
転

し
て

き
た

。
以

来
、

江
戸

時

代
の
聖
徳
寺

の
石
塔
等

を
大
切

に
保
存

し
て

き
た

た
め

に
、

今
日

ま
で

し
っ

か
り

と
残

っ
て

い
る

の
で

あ
る

。
 

花
田

の
地

蔵
尊

と
関
連

し
た

地
蔵

は
、

こ
の

南
蔵
院

の
「

し
ば

ら
れ

地
蔵

」
で

は
な

く
、

江
戸

初
期

の
正
徳
寺

の
時

に
こ

の
地

で
造

立
さ

れ
た
承
応

三
年

（
一

六

五
四

）
の

地
蔵

の
石

仏
で

あ
る

。
こ

れ
が

、
花

田
の

地
蔵

と
ほ
ぼ
同

時
期

に
で

き

た
と

い
う
点

で
、

花
田

の
地

蔵
と
兄
弟
分

と
い

え
よ

う
。
 

【
「

花
田

の
地

蔵
」

と
同

時
期

の
地

蔵
菩
薩
像

】
 

花
田

の
地

蔵
に

は
「
正
徳
寺

」
と
刻

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
（
「

花
田

の
地

蔵
」

の
図
参
照

）
、
江

戸
時

代
の

初
め

頃
の
聖
徳
寺

は
、
正
徳
寺

と
書

か
れ

て
い

た
よ

う

で
あ

る
。
聖
徳
太
子

の
聖
徳

と
発
音

が
同

じ
な

の
で

、
寺

の
名

前
も
聖
徳
寺

と
書

か
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
現

在
で

も
、

南
蔵
院

に
は
再
建

さ
れ

た
太

子
堂

が
あ

っ
て

、
聖
徳
寺

か
ら
受

け
継

が
れ

た
太
子
信
仰

が
続

い
て

い
る

こ
と

は

微
笑

ま
し

い
。
 

こ
の

南
蔵
院

の
墓

地
の

西
端

に
は

、
明

治
十

五
年

（
一
八
八
二

）
一
月

十
七

日

に
亡

く
な

っ
た
聖
徳
寺

の
住
職

「
教
光
院
慈
探

大
和
尚

」
の
記
念
碑

が
あ

る
。
 

地
元

の
多

く
の

人
に

よ
っ

て
明

治
四

十
一

年
（

一
九
〇
八

）
二
月

十
七

日
に
造

立

し
て

い
る

。
そ

の
向

か
っ

て
左
隣

に
、「
聖
徳
寺

」
と
刻

ま
れ

た
享
保

三
年
（

一
七

一
八

）
閏

十
月
造

立
の

地
蔵
菩
薩

の
石

仏
（

舟
型

）
が

あ
る

。
向

か
っ

て
右
隣

に

は
、

花
田

の
地

蔵
（
丸
彫

り
）

の
造

立
年

の
承
応

四
年
正
月
二

十
六

日
よ

り
五

カ

月
前

に
造

立
さ

れ
た
承
応

三
年
八
月
吉

日
の

地
蔵

の
石

仏
（

舟
型

）
が

あ
る

が
、

花
田

の
地

蔵
と
ほ
ぼ
同

時
期

に
作

ら
れ

、
こ

れ
が

い
わ

ば
「

花
田

の
地

蔵
の
兄
貴

分
」

と
い

え
よ

う
か

。
今

回
取

り
上

げ
た
正
徳
寺

の
地

蔵
菩
薩
像

石
仏

で
あ

る
。
 

（
「
正
徳
寺

の
承
応

三
年

の
地

蔵
菩
薩
像

」
の
図
参
照

）
 

【
花

田
と

水
元

と
の

交
流

】
 

 
花

田
の

伝
説

か
ら

わ
か

る
歴
史

的
事
実

は
、「

花
田

の
地

蔵
」
を
奉
納

し
た
施
主

が
、

現
在

の
葛

飾
区

の
小
合
溜

（
小
合
溜
井

）
そ

ば
の
正
徳
寺

（
聖
徳
寺

）
住
職

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

次
の

よ
う

に
推
定

で
き

る
。
 

造
立

さ
れ

た
地

蔵
は

、
下

小
合

村
（

現
在

の
水

元
）

を
出
発

し
、

小
合
溜

か
ら

現
在

の
大
場

川
、
今

は
な

き
古
利
根

川
（
八
潮

南
公
園

か
ら
宝
光
寺

の
北

側
）
、
現

在
の

中
川
（

か
つ

て
の

古
利
根

川
）
、
現

在
の
吉

川
橋

で
中

川
（

古
利
根

川
）
と
別

れ
て

西
に
向

け
元

荒
川

に
入

り
、

そ
の

ま
ま
進

み
、

現
在

の
宮

前
橋

よ
り
二

百
五

十
メ
ー
ト
ル

手
前

か
ら

わ
ざ

わ
ざ

東
方

に
迂

回
（

花
田

を
迂

回
し

て
い

た
当

時
の

元
荒

川
筋

、
後

の
古

川
、

現
在

は
全

く
な

い
）

し
て

、
こ

の
花

田
の

地
を

目
指

し

て
運

ば
れ

た
の

で
あ

ろ
う

。
 

こ
の

花
田

の
地

蔵
は

、
源

海
の

三
十

三
回
忌

の
為

に
承
応

四
年

（
一

六
五

五
）

に
建

て
ら

れ
た

石
仏

で
あ

る
。
源

海
が
亡

く
な

っ
た

年
は

一
六
二

三
年

で
あ

り
、

そ
れ

以
前

に
は
源

海
を

介
し

て
既

に
花

田
と

水
元

と
の
触

れ
合

い
は

あ
っ

た
と

思

わ
れ

、
江

戸
時

代
初

期
の

西
暦

一
六
〇
〇

年
前
後

、
つ

ま
り

今
か

ら
四

百
年

前
に

は
既

に
両

村
の

交
流

が
あ

っ
た

の
で

あ
ろ

う
。

江
戸

初
期

の
花

田
村

と
下

小
合

村

と
の

中
川

（
古
利
根

川
）

や
元

荒
川

を
介

し
た

下
小
合

村
の
源

海
と

の
人

的
交

流

と
物
資

の
交

流
が
伺

え
ら

れ
る

。（
「

花
田

の
地

蔵
の
ル
ー
ツ

と
そ

の
交

流
ル
ー
ト

」

参
照

）
 

な
お

、
源

海
の
名

は
、
正
徳
寺

の
山
号

「
金

海
山

」
の

「
海

」
の

一
字

を
と

っ
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て
名
付

け
た

も
の

で
あ

り
、
さ

ら
に

、
花

田
と

下
小
合
の
仲

を
取

り
持

つ
源

海
は

、
 

花
田

に
縁

の
あ

る
花

田
出
身
者

で
は

な
か

っ
た

か
と

の
穿

っ
た

考
え

も
で

き
る

。
 

【
「

花
田

の
地

蔵
」

の
銘
文

か
ら

わ
か

る
行
政

区
分

】
 

現
在

の
水

元
・
金
町

地
域

は
、

江
戸

時
代

以
前

は
香
取
社

の
見

ら
れ

る
下
総
国

に
属

し
て

い
た

。
当

時
の
武

蔵
国

と
下
総
国

と
の
境

は
、
八
潮

市
と

三
郷

市
の
境

を
流

れ
る

中
川

、
足

立
区

南
側

の
区
境

を
流

れ
る

古
隅

田
川

、
そ

れ
に
続

く
台

東

区
と
墨

田
区

の
境

を
流

れ
る
隅

田
川

で
あ

っ
た

と
推
定

さ
れ

て
い

る
。
 

こ
の

地
域

が
下
総
国

か
ら
武

蔵
国

に
編
入

し
た

時
期

に
つ

い
て

は
は

っ
き

り
と

わ
か

っ
て

い
な

い
が

、
江

戸
幕
府

の
正
保

（
し

ょ
う
ほ

う
）

元
年

（
一

六
四

四
）

の
「
正
保
改
定
図

」
に

よ
る

と
、

江
戸

川
（
太

日
川
・
ふ

と
ひ

）
以

西
は

、
下
総

国
に
属

し
て

い
た

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

「
花

田
の

地
蔵

」
に
刻

ま
れ

た

文
字

の
解
読

に
よ

っ
て

、
こ

の
石

仏
が
造

立
さ

れ
た
承
応

四
年

（
一

六
五

五
）

に

は
、

既
に
武

蔵
国

に
編
入

さ
れ

た
こ

と
が
裏
付

け
さ

れ
る

ば
か

り
か

、
現

在
の

中

川
を
境

に
、
既

に
東

側
が

東
葛

西
領
（

現
在

の
金
町
・
水

元
地
域

）
、
西

側
が

西
葛

西
領
（
亀
有

地
域

）
と

呼
ば

れ
、
東

葛
西
領

が
上
之
割
（

葛
飾

区
）
と

下
之
割
（

江

戸
川

区
）

と
に
分
割

さ
れ

て
い

た
こ

と
も

わ
か

る
点

で
は

、
貴
重

な
石

仏
と

い
え

よ
う

。
 

【
「

花
田

の
地

蔵
」

の
昔

の
位

置
】
 

 
区

画
整

理
事

業
前

の
花

田
の

地
蔵

は
、

古
川

に
沿

っ
た

自
然

堤
防

上
の
野

道
の

路
傍

（
現

在
の

花
田

三
―

一
〇

あ
た

り
）

に
あ

り
、

南
西
向

き
に

他
の

石
仏

と
一

緒
に
並

ん
で

立
っ

て
い

た
の

で
あ

る
。
移
転

先
は

、
花

田
四
―
二
〇
―

一
三

の
佐

藤
家

南
側
路
傍

で
あ

る
。
 

【
越
ケ

谷
の
久
伊
豆
神
社

、
花

田
の

西
円
寺

の
薬
師
堂

、
花

田
の

地
蔵

の
三
ヶ

所

の
参
詣

】
 

 
越
ケ

谷
の
久
伊
豆
社

か
ら
「

せ
ん

げ
ん
堀

」（
新

方
川

）
に
架

か
る

鷹
匠

橋
に

通

じ
る

村
道

が
あ

っ
た

。
花

田
に
嫁

い
で

き
た
嫁

は
、
赤

ち
ゃ

ん
が
生

ま
れ

た
時
（
男

の
子

は
二

十
一

日
目

、
女

の
子

は
三

十
三

日
目

）
は

、
こ

の
村

道
を
利
用

し
て

最

初
は

越
ケ

谷
の
久
伊
豆

（
ひ

さ
い
ず

）
神
社

に
お
宮
参

り
を

し
、

そ
の

次
は

花
田

の
西
円
寺

（
さ

い
え

ん
じ

）
の
境

内
の
薬
師
堂

、
そ

し
て

最
後

に
花

田
の

地
蔵
尊

に
立

ち
寄

っ
て

お
参

り
を

し
た

の
で

あ
る

。
 

 
花

田
の

人
々

は
、

花
田

の
お

地
蔵

さ
ま

が
昔

か
ら
子
供

を
守

っ
て

く
れ

る
仏

様

と
し

て
、

区
画

整
理

事
業

の
開
発

で
他

所
に
移
転

し
た

今
で

も
、

花
や
線
香

を
お

供
え

、
大
切

に
し

て
い

る
。
 

                         

台
石

の
向

か
っ

て

右
側
面

の
文
字
 

 

武
州

葛
西

領
 

 

東
葛

西
之

庄
 

 

上
ノ

割
下

小
合
 

 
 

 
 
  
 

村
 

 

正
徳

寺
 

施
主

敬
白
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1985年に撮影した石仏群（スナッカラ地蔵含む）。向かって右端には、

新土手（地蔵の裏）が造成中で、新方川の花田第二樋門が設置されている。 

上記の写真２点の提供は秦野秀明氏。 

かつてのかつてのかつてのかつての花田の地蔵尊（スナッカラ地蔵）花田の地蔵尊（スナッカラ地蔵）花田の地蔵尊（スナッカラ地蔵）花田の地蔵尊（スナッカラ地蔵） 
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○「花田ハ元荒川押（おし）廻り、天狗の鼻の先の如き組ゆへ、鼻田と称

するを花田と書替（かきかう）。」（『越ケ谷瓜の蔓』より） 

・花田（はなた）村は、元荒川が[その村の周囲を迂回しながら流れ]廻り、

天狗の鼻の先のようになっている共同体なので、[本来は]「鼻田」と称

するのだが、「花田」と書き換えて[今日に至って]いる。 

・つまり、花田の村名のいわれは、「花の田」ではなく、村の周りに元荒川

が流れ、村が天狗の鼻のような形をしていて、田が広がっているからだ

という。 

・しかし、花田の「はな」とは、「鼻」という意味ではなく、「端（はな）」

という意味に解釈して、「越ケ谷郷の端（はし）にある田」という意味か

ら名付けられたと考えるのが妥当だと思う。（加藤幸一私見） 

・なお、越谷市役所発行「越谷市史第四巻・史料二」４６頁では、「花田ハ

元荒川押迫り」と「迫り」となっているが、「廻り」の誤植である。 


